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本日の内容

• 1 はじめに
細谷・上戸祭地区について

• 2 第2層協議体
生活支援協議会について

• 3 子どもの居場所
ほそかみ屋について



細谷・上戸祭地区について

▪自治会数：15

▪自治会加入世帯数：4,600世帯

▪自治会加入率：約60％

（100％の自治会も）



第２層協議体

（１）まち協健康・福祉分野別委員会から協議体へ

令和３年４月

第２層協議体
令和２年８月

会議開始
令和４年６月２１日

まち協より独立

まちづくり協議会にお
ける「地域ビジョンア
クションプラン分野別
実行委員会」として、
第２層協議体設立に向
けた検討を開始

まちづくり協議会に
「介護予防等生活支
援特別委員会」とし
て第２層協議体に位
置づけ

まちづくり協議会から独
立した組織として
「細谷・上戸祭地域生活
支援協議会」を設立。
総会を行う。

「災害時要援護者制度」・

「生活支援制度」の活動
「災害時要援護者制度」・「生活支援制度」の２
グループに分かれ１９回ほど会議を重ねる。

（参加者約２０～３０名）



生活支援協議会

• 生活支援制度について

▲チラシ ▲パンフレット
▲チラシ



生活支援協議会

• 災害時要援護者制度について

▲災害時要援護者制度のチラシ

申込書の案内▶



■利用状況 事例②
・庭の除草・・・夏場に家を空
けていたところ、手がつけられ
なくなってしまったとのこと。
４人がかりで作業しました。

■利用状況 事例①
・庭で大きくなってしまったツバキの木1本の伐採依頼

▲作業前

▲作業前

▲作業後

▲作業後



8月23日オープニングイベント開催



「ほそかみ屋」日々の様子

宿題を終わらせて、駄菓子を
買って食べたり、くじを引いたり
（欲しいのが当たるまでの勢い）

楽しんでます！



ピニャータ
（メキシコをはじめとする中南米諸国で、お祝い事の際に使われる紙製のくす玉人形です。

中にお菓子やおもちゃを詰めて吊るし、目隠しをした人が棒で叩き割って中身を分け合います。）

ハローウィンイベント



クリスマス会＆梨むき体験



おにぎり作り体験

お米５合
プレゼント



子どもと地域をつなぐ居場所になれば……

地域コミュニティーの変化
地域のつながりの希薄化や少子
化の進展により、地域の中で子
どもが育つことが困難になって
いる。

地域で子どもを育てる
・大人が地域全体の子どもを見守
ることにより、防犯対策や非行防
止の役割を担うことも可能！
・より多くの人との関わることで、
子どもの社会性も高まります！
さらに、高齢者などと接すること
により、困った人を助ける機会が
生まれることもあります！
・そのような経験を通して、人を
思いやる気持ちを育むこともでき
ます！



最後に……
ほそかみ屋は子どもたちが自分でやりたいと思うことを自分で考える場所です。
スタッフは子どもたちにしつけや指導をするのではなく、子どもたちの話を聞いたり
一緒に遊んだり安全に楽しく過ごせるよう見守り関わります。
まだ、１年も経たないので手探りしながら運営しております。 宇都宮市も宮っこの
居場所づくりを推進していますので、少しでも参考になっていただけたら幸いです。


